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論 文 の 内 容 の 要 旨

中国では改革開放路線を進めて以降､経済は急速に進展している｡その半面､深刻な公

害問題が多発している｡こうした中国の環境問題を解決する方法の一つとして大都市にお

ける森林の持つ水資源廟養機能や｢緑｣に対するニーズ等の高度発揮が期待されている｡都

市での快適な生活環境を創造する上で大規模な緑地の存在は必要不可欠なものとなってき

ており､都市と森林との関係に着目する研究の必要性が高まってきている｡しかし､中国

ではこれまで都市近郊林について分析･検討した例は少ない｡

本研究の目的は､中国における大都市近郊林の現状と課題を明らかにし､今後の都市近

郊林のあるべき方向性を提示することにあるJそこで､①主要8大都市を対象として､文

献の収集､聞き取り調査､森林センサス資料とプロット調査データより､森林資源造成に

関する政策と実態を明らかにし､②東北の最大都市である涛陽市を事例として水源滴養林

の現状と施業の特徴及び経営タイプ別の施業方法の比較･検討を行った｡調査の結果から

以下のことを明らかにした｡

(1)都市近郊林の現状

大都市の森林率は低く､森林資源量も少ない｡また､人工林面積が多く､幼齢林に偏っ

た不均等な林齢構成と低質化の状態にある｡大都市近郊の森林面積と資源量の増加､質の

向上と持続可能な都市近郊林の経営が重要である｡しかし､急速な経済発展と都市化に伴

い､都市近郊林の開発は回避できない状況にある｡
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(2)都市近郊林の水源療養機能

住民生活の向上のために､今後ますます水の需要量が増加する｡しかし､水源洒養林を

目的とした防護林の割合は少なく､林齢も若い｡封山育林の実施によって低コストで効果

的な水源林の造成が可能と判断されることから､将来的に高齢級の針広混交林および複層

林等の高い水源歯糞機能をもつ多様な森林の造成には有効な方法である｡

(3)森林分類経営政策

これは全国の森林を公益林と商品林の二種類に分けたものである｡公益林は環境機能の

高度発揮を目的として､投資と管理は政府が中心となり､森林の伐採を厳しく制限してい

る｡商品林の経営日向は木材生産を中心として､投資と管理は民間企業にまかされ､伐採

量は政府の指定によ卑｡公益林の面積の割合が大きく増えてきているが､用材林生産を目

的として施業が行われてきた林分に対して､公益林に相応しい施業体系をどの様に定める

かが大きな課題になっている｡

(4)都市近郊林のあるべき姿

中国における都市近郊林は増加條向に`ぁることが認められたが､その実態については環

境機能の高度発揮と住民ニーズの充足にはまだ十分とは言えない｡森林資源の増加と質の

向上､環境林と木材生産林の両者のバランスおよび市場経済に適応する新たな政策の策定

は重要な課題になっている?そのためには､適切な森林施業を行うことによって､高い環

境機能をもつ森林の造成を目指す必要がある｡日本で効果的な長伐期施業体系考参考とし､-

中国のそれぞれの地域の立地条件に適した長伐期施業体系を確立する必要がある｡

審 査 塵 果 の 要 旨

本論文は､中国における主要8大都市の都市近郊林の現状と課題を明らかにするた

め､文献の収集,.聞き取り調査,森林センサス資料とプロット調査データから●森林資

源造成に関する政策と実態を明らかにし,水源酒養林の現状と.施業の特徴及び経営タ

イプ別の施業方法の比較･検討を行った｡
はじめに､∫都市近郊林の現状を調査して､大都市の森林率が低く､森林資源量も少

ないこと､人工林面積が多く幼齢林I耳偏った不均等な林齢構成と低質化の状態にある

ことがわかった｡特に急速な経済発展と都市化に伴い,都市近郊林の開発は回避でき.
ない状況にある｡

次に､都市近郊林の水源洒養機能について解析した結果､都市住民の水の需要量が
増加するが､~水源洒養林を目的とした防護林の割合は少なく,林齢も若かった｡良質
な水を育むための水源林の確保のため､封山育林の実施によって低コストで効果的な

水源林の造成が可能と判断された｡･

中国の森林分類経営政策は全国の森林を公益林と商品林の二種類に分けたもので

ある｡公益林は環境機能の高度発挿を目的として,投資と管理は政府が中心となり,

森林の伐採を厳しく制限している｡商品林の経営目的は木材生産を中心と･.して,投資

と管理は民間企業にまかされ,伐採量は政府の指定による｡公益林の面積の割合が大

きく増えてきているがご用材林生産を目的として施業が行われ七きた林分に対して､

公益林に相応しい施業体系をどの様に定めるかが大き寧課嘩になっている｡
最後に､中国の都市近郊林のあるべき姿について提言した｡中国における都市近郊

林は増加傾向にあることが認められたが,その実態については環境機能の高度発揮と



住鱒ニーズの充足にはまだ十分とは言えない｡森林資源の増加と質の向上環境林と

木材生産林の両者のバランスおよび市場経済に適応する新たな政策の策定は重要な

課題になっている｡そのためには､管理する体制･仕組みがまた十分ではない｡都市

住民の意見が森林政策に反映できる住民参加も必要である｡都市近郊林の質的内容を

改善するため､日本の長伐期施業体系を参考とし,中国の立地条件に適した長伐期施

業体系を確立する必要がある｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の

学位論文として十分価値あるものと認めた｡
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